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主体的に学習に取り組む態度の
学習評価の充実



そもそも・・・保健体育科における「学びに向かう力、人間性等」とは、どんな資質・能力？

例）〔体育分野〕の目標 [第１学年及び第２学年]

（3）運動における競争や協働の経験を通して、公正に取り組む、互いに協力する、自己の役割を果たす、一人
一人の違いを認めようとするなどの意欲を育てるとともに、健康・安全に留意し、自己の最善を尽くして
運動をする態度を養う。

上記の（3）は、学びに向かう力、人間性等の育成に向けた運動についての態度の具体的な目標をしめしている。

【 運動における競争や協働の経験 】

【 〇公正 〇協力 〇責任 〇共生 】 などの意欲を育てるとともに、

【 〇健康・安全 】 に留意し、

【 〇運動に積極的に取り組み自己の最善を尽くして運動をする態度（愛好的態度） 】

を養うことを目指したものである
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授業の中でこれらの経験を通して！



指導内容の重点化（学びに向かう力、人間性等）

【「２ 内容（３）学びに向かう力、人間性等」から第１学年及び第２学年の記述から抜粋 】

●指導に際しては、人には誰でも学習によって技能や体力が向上する可能性があるといった挑戦するこ
との意義を理解させ、発達の段階や学習の段階に適した課題を設定したり、練習の進め方や場づくりの
方法などを示したりするなど、生徒が記録の向上、競争や攻防、演技や発表などに意欲をもって取り組
めるようにすることが大切である。（愛好的態度）

●各領域に応じて、勝敗などを認め、ルールやマナーを守ろうとすること。フェアなプレイを守ろうと
すること及び相手を尊重し、伝統的な行動の仕方を守ろうとすることを示している。（公正、伝統的）

●協力や責任に関する事項として、よい演技を認めようとすること及び仲間の学習を援助しようとする
こと、分担した役割を果たそうとすることを示している。（協力、 責任）

●参画や共生に関する事項として、話合いに参加しようとすること、一人一人の違いを認めようとする
ことを示している。（参画、 共生）

●健康・安全に関する事項として、健康・安全に気を配ることを示している。（健康、安全） 等

P39～42

※それぞれの運動領域毎に更に細かく、具体的に〈例示〉で示されている。



指導内容の重点化（学びに向かう力、人間性等）



指導内容の重点化（学びに向かう力、人間性等）

P176

・(愛) ダンスの学習に積極的に取り組もうとすること。

・(協) 仲間の手助けをしたり助言したりして、仲間の学習を援助しようとすること。

・(参) 簡単な作品創作などについての話合いに参加しようとすること。

・(共) 一人一人の違いに応じた表現や交流の仕方などを認めようとすること。

・(健) 健康・安全に留意すること。



指導内容の重点化（学びに向かう力、人間性等）

・(愛) ダンスの学習に積極的に取り組もうとしている。

・(協) 仲間の手助けをしたり助言したりして、仲間の学習を援助しようとしている。

・(参) 簡単な作品創作などについての話合いに参加しようとしている。

・(共) 一人一人の違いに応じた表現や交流の仕方などを認めようとしている。

・(健) 健康・安全に留意している。

評価規準を作成する際のポイント
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指導と評価の計画の作成までの手順

手順1：内容の取扱いを踏まえ、年間指導計画に各単元を位置づけ、単元の目標を設定する。

手順2：指導事項をバランスよく把握する。（解説の〈例示〉等を参考）

手順3：内容のまとまりにおける全ての｢単元の評価規準｣を作成する。
（解説の〈例示〉文末を変更）

手順4：当該単元における｢単元の評価規準｣を設定する。
（手順３で作成したものの中から選んだりする。）

手順5：当該単元における具体的な指導内容の明確化を図る。

手順6：指導と評価の計画を作成する。



年間指導計画の例（中学校第１学年及び第２学年 球技）①～⑤は球技の単元

指導と評価の作成までの手順

手順1：内容の取扱いを踏まえ、年間指導計画に各単元を位置づけ、単元の目標を設定する。

【単元目標】の設定

学習指導要領｢２ 内容｣
から該当単元の目標と
なる部分を明示する。

例）１・２年生【球技】の場合

・知識及び運動：P121～122

・思考力、判断力、表現力等：P126

・学びに向かう力、人間性等：P127～128

文末表現を【～できるようにする】として
目標を設定する。



２.学習評価の進め方(体育分野）

P202

P231



｢内容のまとま
り｣に示されて
いることから、
意図的・計画的

に配置

解説の〈例示〉
を参考

①～⑤は２年間
にわたる球技の

単元

手順２：指導事項をバランスよく配置する。



学習指導要領解説に示されている体育分野各領域｢学びに向かう力、人間性等｣における例示の一覧

愛

公

参

共

健･安

協



手順３：内容のまとまりにおける全ての｢単元の評価規準｣を作成する。
（解説の〈例示〉の文末を変換）

○｢知識・技能｣のポイント

・｢知識｣については、例示の文末を｢～について、言ったり書き出したりしている｣あるいは、｢～について、
学習した具体例を挙げている｣として、評価規準を作成する。
・前者は一般的に認知された科学的な知識を内容とするもので、各学校や教師の指導によって大きな相違がな
いものに用いている。後者は、学校や生徒の実態に合わせて、指導する教師により取り扱われる内容に相違が
予想されるものに用いている。
・｢技能｣については、例示の文末を｢～ができる｣として、評価規準を作成する。

○｢思考・判断・表現｣のポイント

・｢思考・判断・表現｣については、例示の文末を｢～している｣として、評価規準を作成する。

○｢主体的に学習に取り組む態度｣のポイント

・｢主体的に学習に取り組む態度｣については、意思や意欲を育てるという情意面の例示に対応し｢～しようと
している｣として評価規準を作成する、ただし、健康・安全に関する例示については、意欲を持つことにとど
まらず実践することが求められているものであることから、｢～に留意している｣｢～を確保している｣として、
評価規準を作成する。



手順４：当該単元における｢単元の評価規準｣を設定する。
（手順３で作成したものの中から当該単元における指導事項を踏まえ選ぶなどする）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り
組む態度

○知識

・球技には、集団対集団、個人対個人で攻防
を展開し、勝敗を競う楽しさや喜びを味わえ
る特性があることについて、言ったり書き出
したりしている。

・球技の各型の各種目において用いられる技
術には名称があり、それらを身につけるため
のポイントがあることについて、学習した具
体例を挙げている。

○技能

・ゴール方向に守備者がいない位置
でシュートをすることができる。

・得点しやすい空間にいる味方にパ
スをだすことができる。

・ボールとゴールが同時に見える場
所に立つことができる。

・提示された動きのポイントやつま
ずきの事例を参考に、仲間の課題や
出来映えを伝えている。

・仲間と協力する場面で、分担した
役割に応じた活動の仕方を見付けて
いる。

・仲間と話し合う場面で、提示され
た参加の仕方に当てはめ、チームへ
の関わり方を見付けている。

・練習の補助をした
り仲間の学習を援助
しようとしている。

・健康・安全に留意
している。②

① ①

②

③

① ①

② ②

③

※ネット型、ベースボール型は省略



手順５：当該単元における具体的な指導内容の明確化を図る。

知識及び技能
思考力、判断力、表

現力等
学びに向かう力、

人間性等知識 技能

ゴール型球技は、ドリブルや
パスなどのボール操作で相手
コートに侵入し、シュートを
放ち、一定の時間内に相手
チームより多くの得点を競い
合うことが楽しい運動である。

ゴール方向に守備
者のいない位置に
移動した時に
シュートを打つこ
と。

成功例、つまずき例な
どの事例や、シュート、
パス、キープのポイン
トを提示し、仲間の動
きと比較し、伝えるこ
と。

仲間の学習を援助するこ
とは、自己の能力を高め
たり、仲間との連帯感を
高めて気持ちよく活動し
たりすることにつながる
という目的に適した仲間
との関わり方があること。

単元の
評価規準

具体的な
指導内容

①球技には、集団対集団、
個人対個人で攻防を展開し、
勝敗を競う楽しさや喜びを
味わえる特性があることに
ついて、言ったり、書き出
したりしている。

①ゴール方向に
守備者がいない
位置でシュート
をすることがで
きる。

①提示された動きのポ
イントやつまずきの事
例を参考に、仲間の課
題や出来映えを伝えて
いる。

①練習の補助をしたり、
仲間に助言したりして、
仲間の学習を援助しよ
うとしている。



手順６：指導と評価の計画を作成する。

【観点別学習状況の評価の進め方】

＊｢努力を要する｣状況（C）に対しては
例えば、評価した結果を具体的な言葉
がけなどにより生徒に返して学習の改
善を促したり、教師の指導の手立てを
修正したりするなど、評価を指導に生
かしていくようにする。

＊評価する時期や場面について精選す
る。

＊必要に応じて形成的な評価をしなが
ら、総括的な評価において最終確認す
ることも考えられる。



「知識及び技能」及び「思考力、判断力、表現力等」との関連について

「主体的に学習に取り組む態度」の評価に際しては、単に継続的な行動や

積極的な発言を行うなど、性格や行動面の傾向を評価するということではなく、各

教科等の「主体的に学習に取り組む態度」に係る観点の趣旨に照らして、知識及び

技能を習得したり、思考力、判断力、表現力等を身に付けたりするために、自らの

学習を把握し、学習の進め方について試行錯誤するなど自らの学習を調整しながら、

学ぼうとしているかどうかという意志的な側面を評価することが重要である。

P9～10

知識及び

技能を習得したり、思考力、判断力、表現力等を身に付けたりするために、

３観点の関係において重要なのは？

授業者が上に示された内容を意識した上で、
「・学習内容」
「・指導（学習）方法」
「・評価の方法やタイミング」等
を考えた授業計画が立てられているのかが重要。



（例）ダンス（第３学年）P78～81

【１時間目（オリエンテーション）】
・前年度の学習をもとに、第３学年では、｢自分や仲間のよさを生か
して、ダンスを楽しく踊ろう｣をねらいとし、その中で、一人一人の違
いを大切にしようとすることについて、｢なぜこの内容が大切なの
か｣などの汎用的な知識について指導を行う。指導した内容の理
解状況について学習カードから確認する。

【２時間目 ： 評価規準｢態度②」 観察で評価】
・グループ内で各自が自分の長所を生かした踊りをつくり、それを
仲間同士で模倣する体験をすることで、互いの違いを受け入れ尊
重しようとしている姿を観察し、評価する。

【９時間目 ： 評価規準｢思・判・表現③｣記述を評価】
・１、２時間目で取り上げた｢一人一人の違いに応じた表現や交流、
発表の仕方などを大切にしようとすること。｣の学習を再度確認し、
変化や起伏のある｢はじめ－なか－おわり｣の構成で簡単な作品を
作る活動おいて、体力や技能、性別の違いを踏まえて、他者の考え
を受け入れ、グループの生徒が実現可能な動きを選択したり修正
したりすることに関する記述を評価する。

【１６時間目】
・本単元で設定した単元の評価規準に基づく全ての評価の最終確
認の機会とする。
※評価規準｢態度②」に関しても、２時間目に評価して終わり！では
ない。

指導内容の
関連を図る



P78～81 【１時間目（オリエンテーション）】
・前年度の学習をもとに、第３学年では、｢自分や仲間の良さを生か
して、ダンスを楽しく踊ろう｣をねらいとし、その中で、一人一人の違
いを大切にしようとすることについて、｢なぜこの内容が大切なの
か｣などの汎用的な知識について指導を行う。指導した内容の理
解状況について学習カードから確認する。

【２時間目 ： 評価規準｢態度②」 観察で評価】
・グループ内で各自が自分の長所を生かした踊りをつくり、それを
仲間同士で模倣する体験をすることで、互いの違いを受け入れ尊
重しようとしている姿を観察し、評価する。

【９時間目 ： 評価規準｢思・判・表現③｣記述を評価】
・１、２時間目で取り上げた｢一人一人の違いに応じた表現や交流、
発表の仕方などを大切にしようとすること。｣の学習を再度確認し、
変化や起伏のある｢はじめ－なか－おわり｣の構成で簡単な作品を
作る活動おいて、体力や技能、性別の違いを踏まえて、他者の考え
を受け入れ、グループの生徒が実現可能な動きを選択したり修正
したりすることに関する記述を評価する。

【１６時間目】
・本単元で設定した単元の評価規準に基づく全ての評価の最終確
認の機会とする。
例）評価規準｢態度②」に関しても、２時間目に評価して終わり！で
はない。

・授業者が【指導と評価を一体的に捉えて】
↓

指導場面や評価機会等を工夫して｢指導と評価の計画を作成する｣！

単元をデザインする力
（学習指導要領及び解説の着実な実施）



【参照】指導と評価の一体化を目指して（抜粋）

P45



【参照】指導と評価の一体化を目指して（抜粋）

P46

※前のスライドで紹介した表

意識・理解した上
での授業づくり！



指導と評価のタイミング

【基本】

・知識

・思考・判断・表現

・技能

・主体的に学習に

取り組む態度

指導した
その日に評価

育てて評価
（指導後、ある程度の期間をおいて）



終わり


